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五
月
二
十
日（
水
）に
各
字
公
民
館
に
て

「
伝
統
文
化
学
習
の
日
　
開
校
式
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
伝
統
文
化
を
教
え
て
い
た
だ
く
講
師
の
方

へ
の
委
嘱
状
交
付
も
行
わ
れ
、野
甫
区
で
は

三
味
線
教
室（
伊
禮
正
仁
さ
ん
）・
棒
術
教
室

（
西
銘
敏
安
さ
ん
）・
舞
踊
教
室（
西
銘
郁
子
さ

ん
、前
田
良
美
さ
ん
）が
講
師
を
務
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。開
校
式
で
は
、野
甫
中
学

校
二
年
の
名
嘉
れ
も
ん
さ
ん
が
司
会
を
務

め
、ス
ム
ー
ズ
に
式
進
行
さ
れ
、今
年
度
初
め

て
学
習
す
る
一
年
生
の
児
童
ら
は
、フ
ァ
イ

ル
を
受
け
取
る
と
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
五
月
十
八
日（
月
）、

伊
平
屋
村
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
二
階（
多

目
的
ホ
ー
ル
）に
て
、

第
二
十
三
回
伊
平
屋

村
商
工
会
　
通
常
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
新
た
に

新
役
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。村
民
の
皆
さ

ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
伊
平
屋
村
商
工
会
役
員
名
簿
　

　
五
月
十
七
日（
日
）、伊
平
屋
村
離
島
振
興

総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
て
、伊
平
屋
村
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、今
年
度
の
企
画
運
営
担
当

校
で
あ
る
伊
平
屋
小
学
校
の
黛
智
久
校
長
に

よ
る『
今
年
は
、伊
平
屋
小
学
校
が
優
勝
し
ま

す
！
』と
い
う
力
強
い
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

伊
平
屋
村
内
三
校
教
職
員
、伊
平
屋
村
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
、伊
平
屋
村
教
育
委
員
会
職
員
ら

が
参
加
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。最
後

に
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、と
も

に
伊
平
屋
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ
チ
ー
ム

で
、接
戦
の
末
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
五
月
十
六
日（
土
）、伊
平
屋
村
離
島
振
興

総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、平
成
二
十

七
年
度
伊
平
屋
村
三
校
合
同
研
修
会『
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
教
育
新
職
員
セ
ミ
ナ
ー
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
六
年
目
に
な
り
、平
成
二
十
五

年
度
か
ら
は
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
し
、村

内
三
校
の
全
教
師
が
特
別
活
動
や
教
科
の
中

で
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
、

『
島
発
ち（
し
ま
だ
ち
）教
育
』に
つ
な
が
る
実

践
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
新
職
員
セ

ミ
ナ
ー
は
、八
月
に
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実

施
す
る『
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
研
修
会
』に
備
え
る
手
立
て
と
し

た
位
置
づ
け
も
あ
り
、新
職
員
十
六
名
と
希

望
参
加
者
一
名
、管
理
職
六
名
及
び
教
育
委

員
会
職
員
十
名
の
計
三
十
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
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六
月
十
日（
水
）に
伊
平
屋
村
商
工
会
役
職

員
、青
年
部
員
で
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
診
療
所
前
の
海
岸
と
前
泊
ス
ー
パ
ー
前
の

海
岸
の
二
箇
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
タ
ー
ミ

ナ
ル
前
ま
で
の
清
掃
を
行
い
、軽
ト
ラ
ッ
ク

二
台
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。商
工
会
の

日
は
一
九
六
〇
年
六
月
十
日
に
商
工
会
法
が

施
行
さ
れ
、全
国
商
工
会
連
合
会
が
一
九
八

五
年
六
月
十
日
に「
商
工
会
の
日
」と
し
て
制

定
し
ま
し
た
。毎
年
、そ
の
日
に
合
わ
せ
て
全

国
の
商
工
会
で
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
月
二
十
三
日（
土
）に
行
わ
れ
た「
や
ん

ば
る
駅
伝
伊
是
名
島
大
会
」伊
平
屋
村
チ
ー

ム
は
参
加
十
七
チ
ー
ム
中
十
一
位
の
成
績
で

し
た
。

　
伊
是
名
島
で
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、多
く
の
応
援
で
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。選
手
・
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、お
疲
れ

様
で
し
た
。な
お
、五
年
連
続
出
走
者
賞
と
し

て
宮
里
真
太
郎
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
二
日（
金
）、地
域
の
方
々
対
象

の
特
別
支
援
教
育
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
浦
添
市
よ
り
池
村
み
ど
り
氏
を
講
師
と
し

て
招
き
、「
組
織
作
り
の
大
切
さ
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」「
父
親
の
姿
が
見
え

る
家
庭
作
り
の
重
要
さ
」「
で
き
な
い
で
は
な

く
、で
き
る
事
を
継
続
し
て
や
っ
て
み
る
こ

と
の
大
切
さ
」な
ど
を
含
め
、自
ら
が
自
分
以

外
の
家
族
の
父
・
母
・
姉
妹
ら
が
聴
覚
障
害

で
あ
っ
た
こ
と
、家
族
と
過
ご
し
た
自
ら
の

生
涯
の
経
験
な
ど
も
話
さ
れ
、障
害
と
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
内
容

を
ご
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に

参
加
者
を
代
表
し
て
千
葉
晶
子
教
諭（
野
甫

小
中
学
校
）か
ら『
親
と
し
て
、教
師
と
し
て
、

地
域
の
村
民
と
し
て
、特
別
支
援
教
育
の
体

制
作
り
を
し
て
い
く
こ

と
で
伊
平
屋
の
幸
せ
な

未
来
を
創
り
た
い
で

す
。本
日
は
、大
変
貴
重

な
お
話
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。』と
心
の

こ
も
っ
た
お
礼
の
言
葉

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
一
日（
木
）伊
平
屋
村
商
工
会
女

性
部
よ
り
今
年
一
年
の
交
通
安
全
へ
の
願
い

を
こ
め
て
幼
稚
園
児
、新
一
年
生
の
子
供
達

に「
交
通
安
全
手
作
り
お
守
り
」を
贈
り
ま
し

た
。

　
商
工
会
女
性
部
で
は
交
通
安
全
普
及
の
一

環
と
し
て
毎
年
、交
通
事
故
が
な
い
こ
と
を

願
い
、手
作
り
お
守
り
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。

魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚

魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚

魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚

▲野甫小学校

▲
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六
月
一
四
日（
日
）、「
第
二
十
二
回
各
支
部

対
抗
球
技
大
会（
男
女
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
）」が
伊
平
屋
村
民
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。予
選
リ
ー
グ
の
後
、決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
行
い
、決
勝
戦
に
は
男
子
‐
田
名
Ｖ
Ｓ

前
泊
・
女
子
‐
前
泊
Ｖ
Ｓ
我
喜
屋
が
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
。決
勝
戦
で
も
接
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、男
子
は
前
泊
チ
ー
ム
が
優
勝
。女
子

で
は
強
豪
前
泊
チ
ー
ム
を
下
し
、我
喜
屋

チ
ー
ム
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
六
月
六
日
、七
日
に
行
わ
れ
た
第
四
十
二

回
国
頭
地
区
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会
・

卓
球
競
技
に
お
い
て
、伊
平
屋
中
学
校
男
子

が
団
体
戦
で
優
勝
鎧
　
個
人
戦
決
勝
で
は
、

大
城
 琳
く
ん
と
高
良
 洋
祐
く
ん
の
伊
平
屋

中
学
校
同
士
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
！
　
約

二
十
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
が
海
を
渡
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、村
内
で
は
優
勝
パ

レ
ー
ド（
九
日
）村
長
・
教
育
長
へ
の
表
敬
訪

問（
十
一
日
）優
勝
祝
勝
会（
十
五
日
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
卓
球
部
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
　
七
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
石
垣

島
で
行
わ
れ
る
沖
縄
県
中
学
校
夏
季
総
合
体

育
大
会
で
も
優
勝
目
指
し
て
ち
ば
り
よ
～
♪

　
六
月
一
日（
月
）、伊
平
屋
小
学
校
に
て『
子

ど
も
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ

ロ
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、フ
ル
ー
ト
、オ
ー
ボ
エ
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、ハ
ー
プ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
楽
器
が
紹
介
・
演
奏
さ
れ
、初
め
て
目
に
す

る
楽
器
に
児
童
ら
は
興
味
津
々
で
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、歌
の
お
姉
さ
ん
も
登
場
し
、

一
緒
に
歌
を
歌
い
楽
し
み
ま
し
た
。終
盤
に

は
、「
今
日
は
、特
別
に
ハ
ー
プ
を
演
奏
し
て

み
た
い
人
！
」の
お
姉
さ
ん
の
呼
び
か
け
に

多
く
の
児
童
ら
が
手
を
上
げ
、そ
の
中
か
ら

代
表
し
て
三
年
生
の
喜
屋
武
　
尚
啓
く
ん
が

ハ
ー
プ
に
触
れ
ま
し
た
。初
め
て
の
体
験
に

不
思
議
な
感
触
を
味
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

笑
顔
で「
少
し
指
が
痛
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。」と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　
同
日
、野
甫
小

学
校
で
も
同
様
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
五
月
三
十
一
日（
日
）、伊
平
屋
中
学
校
体

育
館
に
て「
第
十
四
回
伊
平
屋
村
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
少
な
い
参
加
人
数
で
し
た
が
、

今
大
会
は
夫
婦
ペ
ア
で
の
参
加
も
多
く
、仲

睦
ま
じ
い
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。決
勝
戦
で

は
、ど
の
組
も
白
熱
し
た
試
合
で
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
Ａ
組
：
優
勝
　
仲
地
慶
師
さ
ん
・
山
田
あ

さ
み
さ
ん
ペ
ア
　
Ｂ
組
：
優
勝
　
西
銘
真
伍

さ
ん
・
嘉
納
直
彦（
サ
ブ
ロ
ー
）さ
ん
ペ
ア

Ｃ
組
：
優
勝
　
大
見
謝
恒
介
く
ん
・
宮
城
一

斗
く
ん
ペ
ア
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
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▲仲地慶師・山田麻美ペア ▲西銘真伍・嘉納直彦
　(サブロー)ペア

▲大見謝恒介・宮城一斗ペア ▲C組準優勝
　石川孔清・仲川透弥ペア

女子優勝 我喜屋チーム MVP 上原大希さん

レシーブが安定していた 我喜屋チーム 男子優勝 前泊チーム
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六
月
十
七
日（
水
）、野
甫
小
中
学
校
で
も

『
弁
当
の
日
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恥
ず
か
し
そ
う
に
弁
当
を
隠
す
子
、見
て

見
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
美
味
し
そ
う
な
弁

当
を
紹
介
し
て
く
れ
る
子
、嬉
し
そ
う
に
手

作
り
弁
当
を
頬
ば
る
子
、何
よ
り
も
み
ん
な

で
一
緒
に
食
べ
る
野
甫
小
中
学
校
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
に
和
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
二
日（
金
）、特
定
健
診
断
受
診
率

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
位
　
野
甫
区（
八
三
・
三
％
）、二
位
　
田

名
区（
六
八
・
三
％
）、三
位
　
前
泊
区（
五
九
・

六
％
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
実
施
三
年
目
に
な
る
特
定
健
診
で

す
が
、初
年
度
か
ら
一
〇
・
三
％（
対
前
年
度
）

の
受
診
率
ア
ッ
プ
と
い
う
成
果
あ
り
ま
し

た
。

　
年
々
受
診
率
が
上
昇
し
、村
民
の
健
診
受

診
に
対
す
る
意
識
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。今
後
も
健
康
長
寿
伊
平
屋
目
指
し
て

ち
ば
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
～
！

　
六
月
十
日（
水
）、伊
平
屋
村
離
島
振
興
総

合
セ
ン
タ
ー
に
て
乳
幼
児
健
診
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
三
歳
児
健
診
で
は
、安
里
　
琉
希（
り
ゅ
う

き
）く
ん
、上
地
　
美
桜（
ち
ゅ
ら
）ち
ゃ
ん
、

上
原
　
千
空（
ち
そ
ら
）ち
ゃ
ん
、金
城
　
柊

吾（
と
う
ご
）く
ん
、新
城
　
陽（
あ
さ
ひ
）く

ん
、田
平
　
一
斗（
い
っ
と
）く
ん
、比
嘉
　
千

愛（
ち
あ
）ち
ゃ
ん
、宮
城
　
駿
翔（
し
ゅ
う

と
）く
ん
、の
八
名
が
虫
歯
ゼ
ロ
で
し
た
。毎

日
の
歯
磨
き
が
ん
ば
り
ま
し
た
！
　
え
ら
い

ぞ
～
♪

　
六
月
十
日（
水
）、沖
縄
県
青
年
漁
業
士
の

上
原
慎
市
さ
ん
よ
り
、新
鮮
な
魚
を
子
ど
も

た
ち
へ
食
べ
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

伊
平
屋
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
魚（
カ
ン

パ
チ
）の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
魚（
カ
ン
パ
チ
）は
、さ
っ
そ
く
そ
の
日
に

学
校
給
食
へ
竜
田
揚
げ
と
し
て
出
さ
れ
、み

ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。伊
平

屋
小
学
校
二
年
生
の
山
内
く
る
み
さ
ん
は
、

「
私
の
お
魚
、ハ
ー
ト
♡
だ
よ
～
♪
」と
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。伊
平
屋

保
育
所
に
も
同
様
に
魚（
カ
ン
パ
チ
）の
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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▲

山
内
く
る
み
さ
ん
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　５月２２日、故・末吉　靜さんの香典返しとして、

御子息の末吉三七男さんが村長室を訪れ、『社会福

祉関係へ役立てて欲しい』と寄附金１０万円が伊礼

幸雄村長へ手渡されました。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　５月２５日（月）、よしもと芸人の宮川たま子さん

が沖縄国際映画祭協力会と応援団の紹介のため、村

長室を表敬訪問しました。

　沖縄国際映画祭のために那覇・宜野湾をはじめ、

多くの応援団が組織されており、第６回までに約

２０の市町村の応援団が組織されています。今後の

活躍も期待したいですね。

　６月１３日（土）、伊平屋村産業連携拠点センターに

て落成式典・祝賀会が行われました。

　この『伊平屋村産業連携拠点センター』は、交流産業

の活性化による産業振興・地域経済の活性化を図り、

島内外企業の連携拠点として創設されました。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇野村流古典音楽協会 伊平屋支部/琉球箏曲興陽会 伊平屋支部（幕開け）

前泊（エーク鳩間） 島尻（加那ヨー天川）

田名（田名島音頭） 野甫（ハンタ毛）

島尻（かぎやで風） 我喜屋（四季口説）

開 催 日：１０月２４日（土）

募集期間：７月１５日（水）～８月１５日（土）

定　　員：１，２００名　※定員に達し次第締め切ります。

参 加 料：１０,０００円

（参加記念Ｔシャツ、保険料、前夜祭・後夜祭の飲食費

含む）

申込方法：専用申込み用紙での直接申込もしくは

インターネットによる申込み

　問い合わせ
　伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会

　☎　　　０９８０‐４６‐２８６７・２８００
　ＦＡＸ　０９８０‐４６‐２０９１
　E-mail  moon@vill.iheya.okinawa.jp
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　気温が暖かくなるとハブの行動が活発になり、加

えて農作業や行楽等で田畑や山野への出入りが多

くなるこの時期に、ハブ咬症被害が多く発生しま

す。もし、ハブに咬まれた場合は、落ち着いて次のよ

うに対処しましょう。激しい動きをしないで、身近

な人に助けを求めましょう。応急処置として傷口か

ら吸引器等で毒を繰り返し吸い出しましょう。早急

に医療機関で治療を受けましょう。

　お問い合わせ　住民課
☎４６－２１４２

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル７ 月
地域教育懇談会
プール開き１  日（水）
保育所 夕涼み会４  日（土）
健診結果説明会（島尻）６  日（月）
健診結果説明会（野甫）
予防接種
海外短期留学生激励会

７  日（火）

健診結果説明会（田名）８  日（水）
健診結果説明会（前泊）９  日（木）
健診結果説明会（我喜屋）１０日（金）
県夏季総体（陸上先行開催）１１日（土）
県夏季総体（陸上先行開催）１２日（日）
伝統文化学習の日　弁当の日
ムーンライトマラソン参加者
募集開始（～翌月１５日）

１５日（水）

ミニディ（島尻）１６日（木）
ミニディ（前泊）
一学期終業式（三校）１７日（金）
いへやまつり
キャンプツアー（～20日）１８日（土）
いへやまつり
県中学校総体 開会式１９日（日）
海の日
県中学校総体（～23日）
※卓球競技（21・22日）

２０日（月）

夏休みこども教室２１日（火）
英語キャンプ（～29日）
ミニディ（田名）２７日（月）
海外短期留学（～翌月１９日）
ミニディ（我喜屋）
予防接種

２８日（火）

備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル８ 月
境港交流学習（～３日）１  日（土）
東大塾開講（～１２日）
更生相談所巡回相談
出張車検（～５日）

４  日（火）

ミニディ（島尻）６  日（木）
ミニディ（前泊）７  日（金）
我喜屋大綱引き９  日（日）
予防接種１１日（火）
こころの健康相談（午後）１２日（水）
こころの健康相談（午前）
三校合同ライフスキル研修会（13：30～１９：００）１３日（木）
三校合同ライフスキル研修会　（８：30～１９：００）１４日（金）
ムーンライト参加者申込 締切（予定）
終戦記念日１５日（土）
ミニディ（田名）１７日（月）
ミニディ（我喜屋）
海外短期留学生帰国１８日（火）
伝統文化学習の日１９日（水）
幼児歯科検診
七夕２０日（木）
野甫中終日授業（～２５日、３１日）
伊中終日授業（～２７日、３１日）２４日（月）
予防接種
エイサー支部まわり（～２７日）２５日（火）
旧盆（ウンケー）２６日（水）
旧盆（ナカヌヒ）２７日（木）
旧盆（ウークイ）２８日（金）
ウンジャミ（旧7月１７日）３０日（日）
国保税納付期限（第２期分）３１日（月）

中退共ホームページ　

トップページ＞お知らせ＞広報からのお知らせ＞

広報誌への記事掲載のお願い

お問い合わせ
中小企業退職金共済事業本部　事業推進部
広報計画課　担当：稲葉、山口
☎０３－６９０７－１２３４（内線３７１２）

検索角

　７月は県産品奨励月間です。

　県では、県産品の使用奨励と需要の創出による景

気の維持、拡大を図り、経済の活性化を促進するた

め、産業界・消費者・行政等全県民と一体となって、

県産品奨励運動を展開しています。

　お問い合わせ
　沖縄県商工労働部ものづくり振興課

緯(098) ８６６－２３３７
　（公社）沖縄県工業連合会

緯(098) ８５９－６１９１

１１９番切替予定日　平成27年11月５日（木）

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
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　６月３日（水）、いへやの塔にて、伊平屋村慰霊祭が
行われました。村内放送により、いへやの塔前（村内
全域でも）正午に合わせ黙祷が捧げられ、戦没者の御
霊のご冥福を祈りました。式典では、伊礼　幸雄村長
の追悼のことば、伊平屋中学校代表の上地夏姫さん
より『幸せの種』と題し平和へのメッセージ、伊平屋
小６年生と野甫４四・６年生からは「月桃の花」の歌
を贈り、遺族会を代表して我喜屋善一さんが世界恒
久平和への願いを伝えました。

『幸せの種』　上地　夏姫
　この世の全ての人が平和に暮らせているのなら　
それこそ幸福な毎日だろう　朝起きた時　人は何を
感じ　何を思う？　嫌なことを想像するより　楽し
いことを想像する方が気持ちがいいと私は思う　あ
なたが生きている今　この瞬間の中で　どれだけの
人が幸せだと感じているのだろうか。　どれだけの
人を愛せているのだろうか。　戦争は憎しみや悲し
みをうむものであり　平和のための戦争なんてどこ
にもない　私の考える平和は神からさずかるもので
もなく　待って得られるものでもない。　人と人と
が想いやり　平和という世界が生まれる。お互いの
小さな平和という贈り物　幸せになれる言葉を訴え
つづけよう　武器を捨て、人へ想いやりを伝える種
をまこう
　ありがとうと言われたら　ほら　笑顔があふれる
でしょ？　一緒にがんばろうと言われたら　ほら　
元気がわいてくるでしょう？　その小さな言葉の種
が成長し　やがて人を幸せにする言葉となってあら
われる　別に大きな事をすることが幸せではない　
あたりまえのことに感謝し　その感謝を言葉にして
伝えよう　言葉から平和な世界へと．．．
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　６月２日（火）、伊平屋村歴史民俗資料館にて伊平

屋中学校の平和学習が行われました。

　伊平屋中学校の１年生から３年生の生徒らは、歴

史民俗資料館多目的ホールにて「平和を築くにはど

うすればいいか」という平和学習プログラムに沿っ

て、歴史民俗資料館の西藤優三さんから、７０年前に

世界で戦争が起こる原因となったできごとや伊平屋

村でも犠牲者が出た悲惨な戦争の講話していただき

ました。

　講話を聞いて、１年生の宮里エリカさんは『平和の

世界とは「すべての人々が自分の持つ力を十分に発

揮していくことができる」世界だと思った』、２年生

の上江洲清龍くんは『平和を築くためには、人種や見

た目で人を判断せず、どんな人も１人の人間として

尊重し接することで「真の平和」ができると思う』、最

後に３年生の上地夏姫さんは『いろいろな情報が溢

れる世の中だが、その情報を１度は自分で受け止め

て判断し、良いことだけを伝えていきたい』と感想を

述べ、戦争の歴史から学んだことも含め、生徒らの表

情からはこれからの未来のために自らができること

をやっていきたいという意欲を感じました。

上地 夏姫さん 伊小６年生　野甫小４・６年生 我喜屋 善一さん

宮里エリカさん 上江洲清龍くん

伊平屋村人口動態
平成２７年５月末現在

1世帯当
りの人口合 計女男世 帯区 名
2.44人(±0)298(±0)143(±0)155(±0)122田 名
2.23人（－ 4)252（－ 3)125（－ 1)127（－ 2)113前 泊
2.08人（＋ 4)339(±0)160（＋ 4)179（＋ 3)163我喜屋
2.19人（－ 1)304(±0)129（－ 1)175（－ 1)139島 尻
2.06人(±0)101(±0)55(±0)46(±0)49野 甫
2.21 人1,294612682586合 計

－ 1－ 3＋ 2± 0増 減


